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マイクロソフトの情報の完全性に関する原則

マイクロソフトは、信頼できる情報をサポートし、推進するために 4 つの原則を採用しています。

表現の自由

マイクロソフトは、表現の自由を尊重する

とともに、マイクロソフトのプラットフォーム、

製品、サービスでお客様が情報を作成、

公開、検索できるようにします。

1

権威あるコンテンツ

マイクロソフトの製品では、内部データおよ

び信頼できるサードパーティのデータを

活用することにより、サイバー影響工作に

影響されないコンテンツの表示を

優先します。

2

利益の不獲得

マイクロソフトは、サイバー影響工作に

関連するコンテンツやそのアクターから

意図的に利益を得ることが

ないようにします。

3

プロアクティブな取り組み

マイクロソフトのプラットフォームおよび製品

が、サイバー影響工作に関連する

サイトやコンテンツの拡散に

使用されないようにプロアクティブに

取り組みます。

4



有害な
コンテンツに対す
るマイクロソフト
のアプローチ

すべてのサービスに関して、マイクロソフトは 6 つの重点領域に

基づいて、人々やコミュニティを保護する堅牢で包括的な

アプローチを取ることに取り組んでいます。

1

強力な安全性アーキテクチャ

2

永続的なメディア来歴と

ウォーターマーク

3

不適切なコンテンツや行為

からの自社サービスの保護

4

業界全体および政府や

市民社会との強固な連携

5

人々を技術の悪用から

守る近代化された法律

6

市民の意識向上と教育



Bing 検索: 調査とアクション用のツール

安全性と情報へのアクセスのバランスの維持

❑ ユーザーはWorld Wide Web 上の最も関連性が高く、質の高いコンテンツへの瞬時の

アクセスを期待しています。

❑ 複雑で進化し続けるアルゴリズムが必要です。

❑ サードパーティによりホストされているコンテンツ。

❑ 情報へのアクセスの基本的権利。

❑ ユーザーに提供されるコンテンツは、一般的に "プッシュ" されるのではなく、"プル" されます。

ユーザー クエリに固有です。

❑ "コミュニティ"なし – ユーザーはコンテンツを操作したり、バズらせたりすることはできません。

検索アルゴリズムが、検索インデックス内でユーザーのクエリに関連するクロールされたコンテンツを特定し、有用と思われる結果を優先的に

表示します。有用性とは、バランス、または "関連性" と "品質" を意味します。"関連性" と "品質" は、ユーザーの質問に対してどれだけ

適切に回答しているか、専門知識、信頼性、および権威を評価するシグナルにより自動的に決定されます。



Bing のランキングの原則

• 信頼性が高い権威ある結果を
優先します。

• 公平性とバランスを維持します。

✓ 包括的なランキング

✓ 複数の視点

• 予期しない攻撃的で有害な
コンテンツから Bing ユーザーを
保護します。

✓ ただし、関連するすべての情報に
ユーザーがアクセスできるように
します。



Bing でのコンテンツのランキング方法

"権威" に影響する要素の例:

• 評判

• 議論のレベル

• 意見と歪曲のレベル

• 透明性のレベル

• 起源

"関連性" の判断:

• 単語の一致

• + 意味的同等性

• クエリの意図

• 最良の意図を想定

• 明示的な意図を尊重

Bing の標準ランキング原則は、Bing の新機能においても、

サードパーティのWeb コンテンツ提供時の指針となっています。

■関連性

■品質と信頼性

o サイトの "権威" の分析を含む

■ ユーザー エンゲージメント

■鮮度

■場所

■ ページ読み込み時間



責任ある開発に対する

マイクロソフトのアプローチ



弊害の軽減: 階層化アプローチ



セーフサーチ機能



Bing フィードバック ツール



ユーザー レポートBing



Web 用の AI コパイロット (副操縦士)

適切な検索

Bing は安全で、より関連性

が高くなった、使い慣れた

検索機能であり、より優れた

ランキングと結果を返します。

Web のナビゲーション

天気の確認

完全な回答

Bing は Web 全体からの結果

を検討して、ユーザーが求めて

いる回答を見つけて要約します。

包括的な要約

比較的な洞察

チャット エクスペリエンス

チャットを使って質問し、

提案を得られます。

複雑な調査を絞り込んで、

より適切な提案を

得ることができます。

旅行の計画

買い物の下調べ

創造性の刺激

既に存在するコンテンツのみの

検索に限定されません。

簡単な記述を入力するだけで、

新たなコンテンツを作成できます。

メールの作成

献立の作成

Bing



Microsoft Start は、

パーソナライズされたニュース フィードと

情報コンテンツを提供します。プレミ

アム パブリッシャーからのニュースや、

ユーザーの興味に合わせたタイムリー

な更新情報が提供され、必要なと

きに必要な場所で利用できます。

Microsoft Start



Microsoft Start コミュニティのガイドラインは、

マイクロソフトのサービスで許可されているコメントの

種類を規定しています。

誤解を招く虚偽のコンテンツ、有害なコンテンツ、

その他の公衆または個人の安全、身体、精神、

財務上の健全性を損なうコンテンツ、論争を引き

起こすことを主な目的としたコンテンツを

禁止しています。

Start 上でのコメントは、自動化されたモデレーション

モデルの組み合わせと、ユーザーによる

"問題の報告" を通して管理されています。



必要に応じて、Microsoft Start は、特定のユーザーのコメント機能を停止する場合があります。

ユーザーは MS Start の自身のユーザー プロフィール ページで、コメントが削除された理由を確認できます。



LinkedIn

サービスの概要と

コンテンツ モデレーション ポリシー

2024 年 3 月



10 億を超える

ユーザー

200 を超える国

- LinkedIn は実名制のプラットフォームです。

- LinkedIn は世界最大のプロフェッショナル ネットワークで

あり、200 を超える国で 10 億を超えるユーザーが利用

しています。

- LinkedIn のビジョンは、「世界で働くすべての人のために、

経済的なチャンスを作り出す」ことです。

- LinkedIn のミッションはシンプルです。「世界の人々をつ

なげることで個人と組織の生産性を高め、さらなる成功

に結びつける。」



日本での LinkedIn

- 日本には 400 万人を超える LinkedIn 

メンバーがいます。

- 2023 年 12 月には 81 万 2,000 人を

超える MAU を記録しました。

- 2024 年 1 月は、日本では、対象と

なる偽・誤情報に対するコンテンツ

モデレーション アクションは実施されて

いません。



LinkedIn の基盤はメンバー

プロフィールです。

- メンバー プロフィールは、ユーザーの職務経歴を伝える
デジタル ポートフォリオです。

- プラットフォーム上でのメンバーの活動やメンバーが
共有しているコンテンツはこのプロフィールに関連付け

られ、他のユーザーが見ることができます。

- 多くのメンバーは自身の活動を関心のある専門
分野に限定しています。

- メンバーは表示されるコンテンツがビジネスに
ふさわしい性質のものであることを期待しています。



LinkedIn では、安全な環境を構築することを

基本的な優先事項としており、これは私たちの

ビジネスにとって絶対不可欠なものです。



コンテンツ

モデレーション

ポリシー

偽アカウント

- 偽アカウントは実在する人に基づいていないため、誤・偽
情報の拡散により使われうると考えられます。

- LinkedIn では、人工知能などのテクノロジと専門家チーム

を活用した偽アカウント対策に、積極的に多額の投資を

しています。

- 昨年、LinkedIn は全世界で 8,000 万件超の

偽アカウントをブロックしました。

- 2023 年には、検出されたスパムや詐欺の 99.6% を自動

防御機能で削除し、検出された偽アカウントの 99.7% は

メンバーから報告を受ける前にブロックしました。



コンテンツ

モデレーション

ポリシー
ユーザー生成コンテンツ

- メンバーが投稿するコンテンツについても、ビジネスに関連するものに
限定しており、そうしたコンテンツを管理するための基準を策定して

います。

- これらの基準を、将来を見据えたプロフェッショナル コミュニティ

ポリシーで具体的に定めています。

- コミュニティ ポリシーでは、LinkedIn での職業倫理に反する

行為は一切許されないと明言されています。

- たとえば、ハラスメント、誤情報、ヘイト スピーチ、またはいじめを
決して許さないという方針が明確に定められています。

- これらのポリシーに繰り返し違反すると、アカウントが永久に
削除される可能性があります。



LinkedIn の広告

掲載ポリシー

- LinkedIn の広告掲載ポリシーでは、誤情報、

偽情報、詐欺および虚偽のコンテンツを禁止

しています。

- LinkedIn はユーザーとの広告収益分配は行って

いません。



違反の報告

- メンバーには、弊社のプロフェッショナル コミュニティ

ポリシーに違反していると思われるコンテンツを、製品内

報告メカニズムを使用して報告することを推奨しています。

通常、報告されたコンテンツは訓練を受けたコンテンツ

レビュアーが審査しています。

- さらに、個人情報の開示、スパムや悪意のあるページ、
違法な素材のコンテンツなどの潜在的な違反を、自動的

に社内のコンテンツ モデレーション チームに通報しています。

- 報告または通報されたコンテンツがプロフェッショナル
コミュニティ ポリシーに違反していると判明した場合、

そのコンテンツはプラットフォームから削除されます。



違反に対する措置
- 違反を繰り返すと、アカウントが削除される
場合があります。

- アカウントの削除について異議を申し立てる
機会を提供しています。

- 弊社のプロフェッショナル コミュニティ ポリシーに
対する特定の重大な違反 (例: 児童の性的

虐待コンテンツ、テロ行為、極めて暴力的な

コンテンツ、悪質なセクハラ) については、

1 回の違反でもアカウントが永久に削除

される場合があります。

- 通常はポリシーの文言に違反するような
コンテンツでも、意識の向上や批判を目的と

してシェアされている場合には、許容される

ことがあります。



透明性
LinkedIn の透明性レポートは、年に 2 回、次の URL で公開しています。

https://about.linkedin.com/transparency/community-report

https://about.linkedin.com/transparency/community-report


マイクロソフトの責任ある AI 
の基準

記録
設計による責任ある AI のプラクティス、つまり AI システムの

設計、構築、およびテストを手引きするプロアクティブな手段を

記録します。

フレームワークの確立
責任ある AI のプラクティスの成熟化と規制要件の進化に

対応する、持続性のあるフレームワークを確立します。

反映
6 つの AI の原則の意味、およびそれらを遵守するのに必要な

手順について、より深く考察して反映します。



マイクロソフトの AI の原則

公平性 信頼性と

安全性

プライバシーと

セキュリティ

包摂性

透明性

アカウンタビリティ



青少年の保護

継続的な調査と評価

セーフサーチ

ファミリー セーフティ設定

親と若者向けのリソース





クラスルーム ツールキット

生成 AI を

安全に責任を持って

活用するために



副操縦士としての AI

生成 AI ツールを協力的なアシスタントと考えましょう。

生成 AI ツールはあなたの指示に従い、タスクをうまく

こなしてくれますが、賢く責任を持ってそれらを利用

する責任はあなたにあります。

AI ツールは多くのことをうまくこなせる一方で、

常に回答を出すようにトレーニングされているため、

間違うこともあります。したがって、注意を怠らない

ことが大切です。

AI は完璧ではない

必ずファクトチェックを行う
ファクトチェックを習慣にしましょう。AI によって

生成された情報を盲目的に信じてはいけません。

信頼できる情報源を使って必ず検証を

行いましょう。

偏見に気を付ける

生成 AI モデルは時々、応答の中で偏見を示す

ことがあります。必ず、批判的な目で出力を吟味し、

必要に応じてプロンプトを調整することで対応

しましょう。

生成 AI の支援を得て完成した成果物には

必ず引用表記を付けることで、功績を認める

ようにしましょう。

情報源の引用表記を必ず付ける

信頼できないWeb サイトやアプリに個人情報を渡しては

いけません。また、プライバシー ポリシーを読んで、自分のデータが

どのように使用されるのかを理解しましょう。忘れてはいけない点

として、複雑な文書の要約に AI ツールを利用することは

できますが、ファクトチェックと検証を必ず行うようにしましょう。

自分の情報を保護する

LLM とのコミュニケーションは自然なように見えることがありますが、

これには問題が生じる可能性があります。スクリーン タイムを

制限し、実生活で大切な人と時間を共に過ごすことで、

テクノロジとの健全な境界を設けましょう。

ウェルビーイングに注意する

セクション 4    重要なポイント



ありがとうございました
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